
【生徒の実態】
身に付けた知識・技能を深められず、学習
の振り返りができていない。

【手立て１】 協働的な学習

商業科目「簿記」における協働的な学習によって
思考・表現し、新たな発見や気付きができる生徒の育成

―ICT端末を活用した学習と自らの学習の振り返りを通して―

特別研修員 商業 小林 大和（高等学校教諭）

【協働学習】
個人の考えを基に
協働的な学習を通
して整理する。

【発表】
グループの考え
をクラス全体に
共有する。

【手立て２】 学習の振り返り

【教師の課題】
教師主導の一斉指導や問題演習に重点
を置くことが多い。

【振り返り】
学習の振り返りを行う
ことで新たな発見や気
付きができる。

【個別学習】
個人の考えを
ワークシート
に記入する。

成果 課題

・協働的な学習の時間配分を20分と設定したが、詳
細な時間設定をして活動を明確にする必要がある。

・発表の質を向上させるために批判的思考を取り
入れ、評価者の思考を高める手立てが必要である。

・どのような工夫をすればＡの評価となるかを思考
させる必要がある。

・【手立て１】協働して作成・編集を行えることで思考力・表現
力を高め、発表評価が即時に共有することができた。

・【手立て２】協働的な学習で深めた理解を振り返ることで、新
たな発見・気付きを把握することができた。

・副次的な成果として振り返りの提出率が100％となったことや
自己調整力の向上に有効な手立てであることも分かった。

【目指す生徒像】
・協働的な学習によって思考・表現ができる
・学習の振り返りを行い、新たな発見や気付き
ができる

【個別学習】ワークシート

本 時

【協働学習】デジタルホワイトボード

【発表】インタラクティブプレゼンテーションソフト

【ルーブリック評価】

A B C

思考・判断・表現
（デジタルホワイト
ボード）

消費税の意味や
税抜方式・税込方
式の相違点をまと
めることができ、
創意工夫がなされ
ている。

消費税の意味や
税抜方式・税込方
式の意味や相違点
をまとめることが
できている。

消費税の意味や
税抜方式・税込方
式の意味や相違点
を分けられていな
い。

各自が記入した内容
を入力し整理する

発表に対する評価を
即時に行い可視化する

【振り返り】アンケート作成ソフト

評価基準を示し発表したグループに対する評価を教師が行う。
各自がグループで作成したデジタルホワイトボードを自己評価する。

アンケート項目

１ デジタルホワイトボードについて
（１）自己評価
（２）評価の理由

２ グループ学習について
（１）役割分担
（２）役割に対する取り組み

３ 考えてみよう
（１）消費税についてまとめる

（80～100字）
（２）税抜方式・税込方式の

メリット・デメリット

１（１） → 自己評価の結果

１（２） → 自己調整力の向上

３（１） → 学習内容の要約

３（２） → 新たな発見や気付き

前 時


